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レジ袋禁止条例の制定、施行に向けて

条例の制度設計（骨子となる考え方）

■ 主 旨

■ レジ袋の定義（禁止の範囲）

■ 代替素材の考え方（レジ袋使用禁止の対象外）

■ 事業者の範囲

■ 市の責務 ／ 市民等の努め（責務） ／ 事業者の努め（責務）

■ 無償配布の禁止

■ 罰則規定
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条例の制度設計（骨子となる考え方）

■ 主 旨

プラスチックが、その優れた汎用性、実用性から私たちの生活に密着し、

また私たちもプラスチックの利便性に依存してきました。結果として、多くの

使い捨てプラスチックが私たちが暮らす環境そのものを汚染する一因となり、

海洋プラスチック汚染という、地球規模の環境汚染へとつながっています。

使い捨てプラスチック製レジ袋の禁止条例は、こうした私たちのプラスチック

に依存してきたライフスタイルを見直すとともに川、海へとプラスチックごみを

流さない意識のつながりの創造、さらにはごみの減量と地球温暖化対策等を

含めた環境にやさしいまちづくりに寄与することを目的としたいと考えています。

■ レジ袋の定義（禁止の範囲）

事業所において、商品を運搬するために、無償または有償を問わず譲渡さ

れる手提げ袋をいう。

このうち、使い捨てプラスチック袋は使用禁止とする。

3



条例の制度設計（骨子となる考え方）

■ 代替素材の考え方（レジ袋使用禁止の対象外）

①生分解性プラスチック ※使用禁止の対象外となるが、無償配布は禁止

バイオ由来で、かつ生分解するグリーンプラスチックを基本とする。

※ただし、土・水（海水）中で分解する素材
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グリーンプラ（生分解性プラスチック）

通常のプラスチックと同様に使うことができ、使用後は
自然界に存在する微生物のはたらきで、最終的に水と
二酸化炭素に分解されるプラスチック
バイオマスプラ
原料として再生可能な有機資源由来の物質を含み、
化学的又は生物学的に合成することにより得られる
高分子材料
バイオプラスチック

グリーンプラ（生分解性プラスチック）＋バイオマスプラ



条例の制度設計（骨子となる考え方）

■ 代替素材の考え方（レジ袋使用禁止の対象外）

②紙 製 ※使用禁止の対象外となるが、無償配布は禁止

生分解しやすい紙製品の包装資材への転換
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サンプル



条例の制度設計（骨子となる考え方）

■ 事業者の範囲
全業種 ※市内で事業活動を行うもの

■市の責務
❍プラスチック製レジ袋の使用禁止等の取組みの推進を図るために必要な
措置を講じる。
❍プラスチック製レジ袋の使用禁止等の取組みに関する市民及び事業者の
意識の啓発に努める。

■ 市民の努め（責務）
❍商品を購入する際は、繰り返し使用が可能な買い物袋等（エコバッグ）を
持参するなどして、レジ袋の使用抑制に努める。

■ 事業者の努め（責務）
❍プラスチック製レジ袋を提供してはならない。

❍プラスチック製レジ袋の使用禁止等の取組みに協力するよう努める。
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第2回協議会では「皆が協力できる体制をとり、反対だからと言って抜け道を作るということがないようにして
ほしい。」という意見も出されていた。



（参考）国の有料化と 市の使用禁止の範囲の相関図

条例の制度設計（骨子となる考え方）
■ 無償配布の禁止
国では、経済産業省、環境省、農林水産省、などとの間で、有料化する
レジ袋の範囲や素材の定義、小規模事業者の負担軽減策など制度の
詳細を協議し、早ければ2020年4月に有料化を義務化する方針

＜

※国の有料化義務化と整合を図った規定整備を検討する。
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亀岡市
有料化協定（既実施店含）

【6社・1組合 13店舗】

国
（経産省、環境省、農水省）

有料化義務化

生分解性
紙製袋
その他 国 有料化義務化

市 使用禁止

市有料化協定
有料化

プラスチック製レジ袋

整合性の検討範囲



条例の制度設計（骨子となる考え方）

■ 罰則規定（法令上の罰則ではないが、実質的なペナルティ規定）
❍指導及び助言

❍立ち入り調査
❍勧告
❍措置命令
❍店名（氏名）公表

※過料に処する規定は設定しないことを基本に進める。

■ポイ捨て条例の制定

レジ袋使用禁止条例による発生抑止とポイ捨て条例による不法行為防止を

両輪で進めていくことで、川・海へのプラスチックごみの流出防止に努め、

アユモドキをはじめとする川の生態系や保津川の自然景観の保全、さらには

海洋プラスチック汚染の解決に向けた取組みを加速させる。
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■ 『亀岡市におけるエコバッグ等の持参及びレジ袋の大幅削減の

取組みに関する協定』の締結 ※日用買回り品用レジ袋から対象

⑴第１回協定締結：令和元年５月２９日（水）

締結企業等

株式会社 マツモト

協同組合 亀岡ショッピングセンター

イオンリテール株式会社

株式会社ハートフレンド

⑵第２回協定締結：令和元年6月28日

締結企業

株式会社 平和堂

株式会社 やまむらや

⑶有料化開始：令和元年８月２０日（火）

レジ袋有料化協定の締結について
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協定締結
６社、１組合 13店舗



Plastics Smart かめおか100人会議
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